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□ごあいさつ

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．事業所や車両の省エネに努めCO2削減を目指します。

３ ．廃棄物の削減・再資源化に努めます。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ．環境活動を通じて、人材育成に取り組みます。

６ ．地域社会の貢献に努め、環境活動を行います。

2021年1月18日

代表取締役社長

環境経営方針

制定日： 2018年9月1日

改定日：

阪南興業株式会社は、一般廃棄物収集運搬業務・産業廃棄物収集運搬業務を通し廃
棄物の適正処理と３Rを推進します。また、CO2削減を活動の目的として、毎年度に目標を定
め全従業員が計画をもって実地実行します。更に廃棄物処理法を遵守すると共に地域活
動に積極的に参加し、創業60年の経験を活かし創業100周年に向けてグリーンカンパニーを
目指していきます。

狹間　忠義

阪南興業株式会社は地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に自主的・積極的に取り
組みます。また、ボランティアや地域清掃などの環境活動に精力的に従業員一丸となって継
続的に改善活動に取り組んでまいります。
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□組織の概要
（１） 名称及び代表者名

阪南興業株式会社
狹間　忠義

（２） 所在地
本　　　社 大阪府大阪市西成区岸里東一丁目19番10号

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 狹間　牧 TEL：＊＊－＊＊＊－＊＊＊＊06-6652-8877
担当者 環境事務局 森　貴紀　　

（４） 事業内容
一般廃棄物の収集運搬・産業廃棄物の収集運搬

（５） 事業の規模
法人設立
資本金 万円
売上高 万円 (2022年度）

名
㎡

ｔ
ｔ

ｔ

4ｔパッカー車 台
3ｔパッカー車 台
2ｔパッカー車 台
4ｔダンプ車 1 台
3ｔダンプ車 2 台
2ｔダンプ車 台
軽車両 台
営業車 台

合計 台
主要設備

台数 備考
基
基
基

積み替え保管施設

㎡ ｍ
㎡ ｍ
㎡ ｍ

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 阪南興業株式会社
対象事業所： 本社

対象外：
活動： 一般廃棄物の収集運搬・産業廃棄物の収集運搬

□事業の紹介
http://www.hannankogyo.co.jp/

2

なし
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名称

名称 保管面積 保管上限 備考

20

一般廃棄物 2,699

備　　考

18

車種
1

1000

内ハイブリット一台

458

産業廃棄物 519
再資源化運搬量(紙、缶、
ペット等）

延べ床面積　　　 623，64

4

受託した廃棄物の収集運搬量

なし

26,715
本社（車庫含む）

従業員　　　　　

2006年12月26日

代表取締役社長　　　　

台数
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表

（認証登録範囲） 代表者

環境管理 責任者

環境事務局

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

環境管理責任者

・環境管理責任者の補佐、現場責任者の事務局

代表者（社長）

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・時部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
現場責任者

・環境管理責任者を任命

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

環境事務局

・環境経営方針の策定・見直し

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・代表者による全体の評価と見直し、指示

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・環境活動の実績集計

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

役割・責任・権限

・環境経営レポートの確認

・環境経営に関する統括責任

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

現場責任者

狭間　牧

社長 狭間　忠義
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□許可の内容

　　一般廃棄物収集運搬業許可の内容

　　産業廃棄物収集運搬業許可の内容

燃
え
殻

汚
泥

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
陶
器
く
ず

が
れ
き
類

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

金
属
く
ず

動
植
物
性
残
さ

鉱
さ
い

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

□廃棄物処理フロー
一般廃棄物

大阪市環境局ごみ処理施設

排出事業者・排出事業場

リサイクル業者（紙、ビン、

カン、ペットボトル等
収集運搬

産業廃棄物

排出事業者・排出事業場 中間処分業者

収集運搬

許可区域

奈良県

和歌山県第03000133612号 令和4年3月7日 令和9年3月6日

令和4年5月2日

大阪市 令和6年3月31日

許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効年月日

積
替
保
管

兵庫県

京都府

令和1年8月19日 令和6年8月18日第02803133612号

大阪府 第02700133612号 令和4年3月27日 令和9年3月26日

廃棄物の種類

第02900133612号 令和1年6月25日 令和6年6月24日

第02600133612号

令和4年4月1日

令和9年5月1日

許可番号 許可年月日 許可有効年月日 備　　　考

第030104号
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□主な環境負荷の実績
単位
kg-CO2

トン

kg

kg
kg
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 関西電力の調整後の係数（2018年度実績）　

□環境経営目標及びその実績

〇

✕

✕
〇

〇

行動目標（次項による）

行動目標（次項による）

□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2018年

2022年

自動車燃料による二酸化炭素削減

17 17

従業員はエコドライブの認識を持ち運搬している。しかし、ここ数年は、行
政から指定された処理場が遠方になっており、燃料が増大している。これ
から目標値の見直し、燃費の集計を含めて推進していきます。

こまめな節電とエアコンの温度設定により目標を達成できました。
次年度も継続します。・不要照明の消灯

・ポスター掲示

・効率的なルートで収集運搬

○

○・アイドリングストップ

1,492 1,513

○

2,190

数値目標

・車へエコドライブのステッカー添付
・燃費率でも監視する。

（目標）

環境品質に配慮した
収集運搬
人材育成

（目標）

12月11月 2月1月
1,472

基準年度比 2018年 98%

基準年度比

2,541 2,124

数値目標 〇
・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） ○

取組結果とその評価、次年度の取組内容

水道水の削減 ㎥ 1,3391,380
2018年 97% 80%

kg-CO2

107%

88%
1,106

172,317 168,871 183,529

97%
一般廃棄物の削減
（廃棄物焼却量）

kg 18 17 16

自動車燃料による二
酸化炭素削減

上記二酸化炭素排出量合計kg-CO2 179,279 175,624 189,857

2018年

基準値 評
価

2023年2022年　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

総排水量 1021 1,102 1,106

　産業廃棄物排出

16

二酸化炭素総排出量 187,232

16

基準年度比

✕

○
○

1,340
1,484

7月6月
1,690

16

16 16 16

取組結果とその評価、次年度の取組内容

受託収集運搬量 3,819 3,596 3,676

達成状況

1,756 1,520 1,503
1,525 1,3271,765
1,525 1,230

1,413

（基準年) （目標）

2022年

廃棄物排出量

189,857185,007

176,364 174,545

96%

2024年

6,683 6,613

0.334

電力による二酸化炭
素削減

（実績）

6,753

97% 91%

kg-CO2 6,962

00

6,328

0

　一般廃棄物排出

項　目 2020年 2021年

167,148 165,425

1,472

2018年基準年度比

1,850

5月4月3月
1,670

95%

96%

達成状況

○

2,363
1,590 1,438

96%

97%

1,325 1,311
95%96%

95%

8月 9月 10月

0

1,000

2,000

3,000

電力（kWh） 2018年 2022年
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取組紹介欄

2018年

2022年

取組紹介欄

2018年

2022年

一般廃棄物の削減（廃棄物焼却量）
ごみの分別等は十分認識し、削減している。次年度も継続していきます。

取組紹介欄

2018年

2022年

306

1
1

5,000
3月

11月
546

11月 12月 1月
5,693

12月 1月
319376

4,5895,142
2月

2月 3月

442 545 399 402 586
263 388

4,671

1

756
319

2
2

621

4月

756

5月

744

6月 7月

3月

×

5,4355,617

数値目標

1
1 2 1 2 1

・梱包材の再利用

2月1月11月 12月

達成状況
〇

4,570 4,803

6月

4月

4,999

・分別の徹底 ○
・シュレッダー廃紙のリサイクル化 ○
・帳票見直しによる印刷物の削減 △

2 2 1 1

5,240 5,344 5,908
4,705 5,062 5,202 5,749

6月 7月

383

7月

2
10月

4,856

2
2 1

5月

5,074

1 1
9月

5,877 5,400

111

5月4月

307

8月

8月 9月 10月
406 371 263

8月 9月 10月

945 810 691

5,555 5,118 5,418

取組結果とその評価、次年度の取組内容

0

500

1,000

11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

ガソリン（L) 2018年 2022年

0

2,000

4,000

6,000

8,000

11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

軽油（L) 2018年 2022年

0

1

2

3

11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

一般廃棄物（kg） 2018年 2022年
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水道水の削減

取組紹介欄

2018年

2022年

環境品質に配慮した収集運搬
クレームもなく問題なく対応できている。次年度も継続していきます。

□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

収集運搬業
NOx・PM法 全車両

エアコン、テレビ、冷蔵庫、洗濯機等
全車両
アルコールチェック

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
・作業手順の徹底 ○
・従事者講習 ○
・安全運転講習 ○

5月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

人材育成

○

90 68 87 78 50

・節水シールの貼り付けとポスター掲示 ○

達成状況

128
100

取組結果とその評価、次年度の取組内容

88 98 98
99123120

11月 12月
118

3月
97125 107 111

1月 2月 4月

90 137 122

達成状況

適用される法規制

・積み残しの削減 ○
・車両の清掃 ○
・クレーム(件数） ○

・事故 ○

・方針の唱和(毎月）

・作業開始前の車両点検 ○

・洗浄工程の改善 △

数値目標 〇

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

家電リサイクル法
自動車リサイクル法
道路交通法

136 121 95
8月 9月6月 7月

洗車もため水や、ストッパーのある洗車機により節水ができていま
す。次年度も継続していきます。

〇
〇

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

従事者には安全運転・安全作業の徹底ができている。次年度も継
続して行きます。

遵守評価
〇
〇
〇

○・周辺の清掃

・マナーモラル向上 ○

廃棄物処理法

10月

0

50

100

150

11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

水道水（㎥） 2018年
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□緊急事態対応訓練
緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所： 事務所、駐車場
■参加者： ■実施内容：パッカー車及び駐車場の火災を想定

・通報訓練、消火訓練、避難訓練
■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

消火器の設置場所または使用期間の確認、避難経路を確認した。定期的に訓練することでレベルアップを図る。

■実施状況の様子

□代表者による全体の評価と見直し・指示
代表取締役　狭間　忠義

今後も社内全体でエコドライブによりCO2削減や環境活動を継続して取り組んでいきます。

また、より一層ボランティアや会社周辺の清掃も取り組んでいきます。

代表取締役社長　狹間　忠義

環境経営方針 ■ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ■ 変更なし □ 変更あり
実施体制 ■ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介

エコドライブの推進 会周辺の清掃活動

次回の環境経営レポートは2024年1月発行予定

エコアクション21の活動を始めて4年を経過し、環境経営目標は自動車燃料を除き達成出来ています。

実施日：2023年1月10日

狭間、森、栗川,中嶋
2022.4.18
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